
(3)加藤導男さん 11月 （午後3時30分～4時30分）

演題： 「その後の北条氏」

イ）昨年の大河ドラマ『鎌倉殿の十三人』の最終回、北条義時の臨終間際の場面が
思い出されます。姉政子が「頼家の死に関係していたの？」と聞いていました……。
ロ）鎌倉幕府将軍は初代将軍・源頼朝の後は、頼家・実朝の源氏三代で終わり、そ
の後は京からの傀儡将軍(親王将軍)をたて、北条氏が執権として実権を握った。
ハ）義時の後の３代執権・
北条泰時は有能であったとす
るが、やはり、源氏を抹殺す
る体制は変わらず、建長寺創
建の５代執権時頼も、円覚寺
創建の８代執権時宗もその

実像は色々取沙汰されている。

毎度のことながら、加藤さんの鎌
倉時代の話は非常におもしろいで
す。確かに『鎌倉殿の13人』以後、
あの北条家の人々はどう活躍した
のか？知りたいところですね、ど
んなエピソードがとび出すのか楽
しみです。

８代執権北条時宗が創設の
円覚寺舎利殿（国宝）
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８代執権北条時宗が創設の
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「その後の北条氏」
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『比企の乱』は北条氏の陰謀 ＜別紙１＞

・比企氏とは： 秦野市（波多野氏）から比企郡へ

・比企遠宗は義朝に仕えた。

妻（比企の禅尼）と共に、頼朝の

乳母父として伊豆の頼朝を支援

・甥の比企能員（よしかず）を養子に。

妻が頼家の乳母

御家人筆頭の地位を築く。

・能員の娘の若狭局が

頼家の長男一幡を産む。

・筆頭御家人の地位を奪う陰謀

「妙本寺」の
比企一族供養塔
＜刀剣ワールドより＞

妙本寺
＜神奈川
歴史探訪
ルートガイ
ド より＞



源義経 北行伝説について ＜別紙２＞

１．義経身替り伝説
1189年藤原泰衡に衣川で攻められ
持仏堂にて自害。３１歳

「杉目太郎行信」（すぎのめ）：義経の従兄弟

首実検：梶原景時・和田義盛。港に棄てた。

２．蝦夷地からモンゴルに渡り、

ジンギス・カーンになった？？？

左が笹竜胆紋。右がモンゴル人が兜につける
という紋章
（出典：佐々木勝三、大町北造、横田正二『義経伝説の謎』
勁文社）

中尊寺所蔵の源義経像



１．名執権は三代泰時と
しているが本当か？

・北条氏の執権政治：

１１４年間（1219～1333年）
人口は２０万人程か（酒樽37,274個）
蒙古侵略への国防で病弊・落日へ。

・泰時：執権期間1224年～1242年
６０歳で死去。墓は常楽寺（大船）。

・貞永式目（御成敗式目）

151ｹ条制定（1232年）
・竹御所（頼家の娘、４代将軍

九条頼経の妻）が死産し悩乱

（1224年）。

＜神奈川歴史探訪
ルートガイド より＞



北
条
氏

略
系
図

金沢流北条氏

＜別紙１＞
＊１～15は執権の代数
＊①～⑭は連署の代数



２．策謀家であった五代執権・時頼

・兄の経時の若死で、５代執権に。２０歳

・三浦義村一族を、安達景盛と謀り追討し滅ぼす。

・３７歳で死去（1263年）。辞世は
『業鏡高懸 三十七年

一槌打砕 大道担然』

・建長寺を創建

＜神奈川歴史探訪
ルートガイド より＞



２．策謀家であった五代執権・時頼

５代執権北条時頼が創建の建長寺
＜神奈川歴史探訪ルートガイド より＞



吾妻鏡（東鑑） とは

＜国立公文書館 より＞

作者： 不詳（鎌倉幕府奉行人）
成立： １４世紀初。 鎌倉幕府が編纂
原本： 無く散逸。
右下は『北条本』。紅葉山文庫旧蔵・全51冊

内容： 幕府の歴代将軍を軸に、東国の武家
社会の歴史を詳細に叙述。
以仁王（もちひとおう）の令旨（1180）の記事
から、宗尊親王（むねたか）鎌倉幕府6代将
軍）の京都送還（1266）まで。



３．蒙古襲来と北条時宗

・執権は、時頼から長時⇒政村⇒時宗に

・円覚寺や明月院（当時は禅興寺）を創建

・元寇：文永の役（1274年）、弘安の役（1279年）
・３４歳で死去（1284年４月２０日）
・貞時が１４歳で継ぐが、

「霜月騒動」が起こり

安達安盛一族が滅亡。

８代執権北条時宗が創設の
円覚寺舎利殿（国宝）



３．蒙古襲来と北条時宗

＜神奈川歴史探訪
ルートガイド より＞



北条一族が関連した事件と首謀者等一覧＜別紙３＞
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その後の北条氏

ご清聴 ありがとうございました
横浜歴史研究会 加藤 導男

愛犬ナオちゃん


